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http://www.minamih.net/ 大人が優しく，感謝の気持ちを忘れず，誠実に生き
ると子どもも同じように育ちますね。

練習中、高学年の子にはコーンを置いたり,ボール
を集めたりと、練習の場を一緒に作ってもらいます。
そういうとき，率先して動いてくれるのはみんなのた
めに自分の身体を動かすことを厭わない子です。そう
いう子は練習が終わるとき黙っていてもグランドの周
囲を歩いて落ちているボールも拾ってくれるのです。
その子のお家の人は，他に優しく，感謝の気持ちを忘
れずに接する生き方をされています。
親が優しく生きていないと，その子どもも他の気持

１１・ ４・２４（日）ちを思いやることができない子に育ってしまいます。
南ＮＥＷＳ ＮＯ ５ モンスターペアレンツのお家にはモンスターが育つ，

これ，矢上の教職３７年，南３５年目の実感です。

練習試合新 6 年生 4 月 2 日（土）文化大 G
○チームのめあて
・コーチング・アプローチを早く・コンビネーション プレー・サイドチェンジ
第一試合南八王子 1 － 3 東八王子 得点者：工藤君
前半 4 分に先制を許します。相手のシュートに対し、体をよけてしまいました。

シュートコースに入っていたら防げていたかもしれません。その後南がペースを
つかみ、6 分にビッグチャンス。 小沢君のクロスにフリーの吉田君が飛び込み
ますが、ヘッドが少しあわず。15 分同点に追いつきます。加藤君から吉田君に渡
り、ドリブルで縦に持ち込んでシュート。はじかれますが工藤君がボレーで叩き
込みます。

後半、右サイドから積極的にゴール前に飛び出す八木下君のシュートは惜しく
GK がキャッチ。16 分、中央突破を許し失点。18 分にもミドルシュートを決めら
れて 1-3 で敗れました。
吉田君の運動量、工藤君のポストプレーが光っていました。

第二試合南八王子 3 － 2 東八王子 得点者：荻沢君、工藤君 2 点
前半 5 分、加藤君の浮き球のパスを小沢君がダイレクトでゴール前に入れると

荻沢君が詰めてゴール。1-0 と先行します。10 分にミスから同点。15 分、加藤君
からのパスに抜け出た八木下君が GK と競り合いながらシュートしますが得点な
らず。

後半南ペースで試合を進めます。3 分、井上君が左サイドを駆け上がり、クロ
スを入れると逆サイドのディフェンスに入っていた林君がシュート。4 分、ゴー
ル前の工藤君にボールが渡ると巧みなターンから豪快にシュートを決めます。2-1
と勝ち越し。17 分、センターバックの中野君がインターセプトからゴールライン
までドリブル。止めに来た相手 DF をドラックバックでかわし、中央に低いクロ
ス。工藤君がうけて、小沢君に丁寧にパスを出しシュートまで結び付けるいい攻
め。直後 18 分に荻沢君が放ったシュートのこぼれを工藤君がスライディングで押
し込み 2 点差に突き放します。終了間際にディフェンダーがコミュニ
ケーション
の不足で二人一度に抜かれて 1 点を返されたのは悔やまれますが、3-2
で勝利しました。

東は全日本の 2 次トーナメント 1 回戦で対戦します。五分五分です。
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２年生 対太和田練習試合 ４月２日（土）文化大Ｇ
南八王子２－１１太和田 前半０－６ 西條君 小笠原君

※試合時間変更カップ戦 5 月 3 日の 4 年生・5 年生，5 月 1 日・3 日の少女
○ 4 年生 狭間Ｇ １０：２０と１３：４０
○ 5 年生 川町Ｇ １０：００
○少 女 ５／１ １２：００ ５／３ １１：００ １４：００

☆達成度

vs vs

小笠原　教恭

７． めあての達成

記入者名：

11 ( 0 6 )

☆チームのめあて

攻めるときは、みんなでボールを追いかけ、守るときはボールの後ろからだけ追わずに、
ボールとゴールの間に行く

ボールを後ろから追うだけのサッカーになってしまった

８． コーチ所見

渡邊さん、坂本君のランウィズザボールや鈴木さんのターン、西條君のキックフェイント
等の技があったのですが、ゴールまで持っていくのが難しかった。

試合結果： 2

６．

17 西條　結登 小笠原君のＦＫからのこぼれ球をシュート

23 小笠原　可成斗

時間(分) 得点者 アシスト その経過

得点者、アシスト、その経過

混戦からのこぼれ球をシュート

第 一 試 合 の 最 初 の 失 点 に 象 徴 さ れ ま す が 、
向 か っ て く る ボ ー ル を よ け て い て は 即 失 点 に
つ な が り ま す 。 強 烈 な シ ュ ー ト は 怖 い か も し
れ ま せ ん 。 で も 、 勝 ち た い な ら ば 、 体 を な げ
う っ て で も シ ュ ー ト コ ー ス に 体 を 入 れ て ボ ー
ル を と め る こ と が 必 要 で す 。 同 じ く 相 手 選 手
と の 競 り 合 い 、 体 の 接 触 を 怖 が っ て い た ら 勝
負 に な り ま せ ん 。 高 い ス キ ル と と も に 気 持 ち
の 強 さ を 身 に つ け て 欲 し い で す 。 厳 し い 試 合
が 待 っ て い る 全 日 本 の 大 会 に き っ と 必 要 な 部
分 で す 。 b y 加 藤 コ ー チ


